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熱中症予防対策に関する自主点検の結果について 

令和７年８月 

横須賀労働基準監督署 

 

１ 対象 

 熱中症による労働災害の発生リスクが高いと思われる 

業種の建設業（建設現場を含む）、製造業、清掃業、警備 

業の事業場を対象として、自主点検の実施を依頼しました。 

 

 

２ 提出事業場数  １６５事業場 

 

 

３ 自主点検結果 

（１）暑さ指数の活用 

点検項目：暑さ指数を活用して、熱中症予防対策を実施していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）暑さ指数の把握の方法 

点検項目：暑さ指数はどのように把握していますか（複数選択可） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑さ指数の把握方法で最も多いのは「ＪＩ

Ｓ規格の測定器」で、９１事業場（55％）

で使用されていました。 

その他は「温度計・湿度計で把握」、「天

気予報で把握」などでした。 

 

地域毎の暑さ指数のみならず、ＪＩＳ規格

の測定器で実測することで、作業場所の

熱中症発症リスクを把握することができ

ます。 

８８％の事業場で暑さ指数を活用してい

ました。 

建設現場では全て（100％）の事業場で

暑さ指数を活用していました。 

 

熱中症発症のリスクを客観的に評価す

るためには、気温だけではなく、湿度や

日射・輻射熱等を考慮する必要がありま

すが、そのためには暑さ指数を活用する

ことが有用です。 
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（３）設備対策 

 点検項目：暑さ指数低減のために、直射日光を遮る屋根の設置や通風・冷房設備の設置等

の設備対策をしていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）作業時間の調整・休憩時間の確保 

 点検項目：作業計画等を策定して、作業時間の調整や休憩時間を確保していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）休憩場所の確保 

 点検項目：作業場所の近くに、休憩場所（冷房の効いた部屋や日陰など）を確保していま

すか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８６％の事業場で何らかの設備的な対

策を行っていました。 

製造業では９８％の事業場で行っていま

した。 

 

簡易な屋根、通風・冷房設備、散水設備

等を設置することで暑さ指数を低減させ

ることができます。 

９３％の事業場で作業時間の調整や休

憩時間の確保をしていました。 

警備業では全て（100％）、建設現場で

は９８％の事業場で行っていました。 

 

暑さ指数が高いときは、単独作業は控

えて、こまめに休憩をとるなどの工夫を

することが重要です。 

９１％の事業場で休憩場所を確保してい

ました。 

建設現場では全て（100％）の事業場で

行っていました。 

 

休憩場所には、身体を適度に冷やすこ

とのできる物や設備（氷、おしぼり、シャ

ワー等）を備えておくことが効果的です。 
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（６）深部体温の降下 

 点検項目：作業開始前や休憩時間中に深部体温を下げる措置をしていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）順化期間の設定 

 点検項目：計画的に、暑さに慣れ、環境に適応するための「順化」期間を設けていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）作業場所等での水分・塩分の補給 

 点検項目：作業場所や休憩場所で水分・塩分を補給できるようにしていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７７％の事業場で暑さに慣れ、環境に適

応するための順化期間を設けていまし

た。 

他の点検項目と比較すると実施率が低

くなりました。 

 

暑さに慣れていない場合は、７日以上か

けて高温多湿での作業時間を計画的に

長くすることが効果的です。 

９７％の事業場で水分・塩分を補給でき

るようにしていました。 

建設現場では全て（100％）の事業場で

行っていました。 

 

体内の水分及び塩分のバランスが崩れ

たりすることなどにより発症する障害の

総称を熱中症といいます。容易に水分・

塩分を補給できる職場環境を整備してく

ださい。 

８６％の事業場で深部体温を下げる措

置をしていました。 

建設業では９１％の事業場で行っていま

した。 

 

あらかじめ体温を下げておくと、作業中

に体温が上がるのを緩やかにすること

ができます。 
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健康状態の把握
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（９）自覚症状の有無にかかわらない水分・塩分の摂取 

 点検項目：自覚症状（のどの渇き）の有無にかかわらず、労働者に水分・塩分を摂取させ

ていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）透湿性・通気性のよい衣服等の着用 

 点検項目：労働者に、透湿性・通気性のよい服や帽子を着用させていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）健康状態の把握による作業場所の変更等の配慮 

点検項目：睡眠不足や体調不良等の労働者の健康状態を把握して、作業場所の変更等の配慮

をしていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９６％の事業場で健康状態を把握し

て作業場所の変更等の配慮をしてい

ました。 

建設現場と警備では全て（100％）の事

業場で行っていました。 

 

糖尿病、高血圧症、心疾患等の疾患

や、睡眠不足、前日の飲酒、朝食の未

摂取等は、熱中症の発症に影響を与え

るおそれがあります。健康状態を確認し

て就業上の配慮をしてください。 

９６％の事業場で自覚症状の有無にか

かわらず、水分・塩分を摂取させていま

した。 

警備業では全て（100％）の事業場で行

っていました。 

 

摂取を確認する表の作成、作業中の巡

視での確認などにより、定期的な摂取状

況の確認をしてください。 

 

９５％の事業場で透湿性・通気性のよ

い衣服等を着用させていました。 

警備業では全て（100％）の事業場で行

っていました。 

 

熱を吸収する服装、保熱しやすい服装

は避け、クールジャケットなどの、透

湿性・通気性の良い服装、直射日光下

では、通気性の良い帽子(クールヘル

メット)などを着用させることが効果

的です。 
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（１２）熱中症予防教育の実施 

 点検項目：熱中症を予防するための労働衛生教育を行っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）報告体制の整備 

 点検項目：「熱中症の自覚症状がある作業者」や「熱中症のおそれがある作業者を見つけた

者」が報告するための体制を整備して周知していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１４）重篤化の防止 

 点検項目：熱中症の症状の悪化を防止するための措置内容（身体の冷却、医療機関への搬

送等）及びその実施の手順を定めて周知していますか 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

９８％の事業場で熱中症予防の教育

を行っていました。 

建設現場と清掃業では全て（100％）の

事業場で行っていました。 

 

熱中症の症状や予防方法、緊急時の救

急処置などについての教育を行ってくだ

さい。厚生労働省のＨＰに動画教材が掲

載されていますので活用してください。 

 

９９％の事業場で報告体制を整備し

て周知を行っていました。 

建設現場、製造業、清掃業、警備業で

は全て（100％）の事業場で行っていま

した。 

 

熱中症（疑い含む）の症状が現われたと

きに、適切に対応するために報告体制

を整備してください。 

 

９８％の事業場で悪化を防止するた

めの措置内容及び手順を定めて周知

を行っていました。 

建設業（現場含む）と警備業では全て

（100％）の事業場で行っていました。 

 

熱中症の症状を悪化させないために、

応急処置をとり、必要に応じて医療機関

に搬送してください。 


